ＥＲＳ講習会　　＜テキスト＞
＜管理及び艇体編＞

ＪＳＡＦ　ＯＤＣ計測委員会
序．目的

セーリング競技規則(RRS)は、レースに参加するすべての艇が、クラス規則に従っていること、及び有効な計測証明書あるいはレーティング証明書を保持することを求めている。そして、クラス規則あるいは大会においてセーリング装備規則(ERS)が適用される場合には、証明の管理は、各国協会(MNA)によって認定されたオフィシャルメジャラーが実施し、大会における装備の検査は、レース委員会によって任命されたイクイップメントインスペクターが行うこととされている。
日本において、(財)日本セーリング連盟(JSAF)は「公式計測員規程」を定め、ワンデザインクラス計測委員会(ODC計測委員会)が主管して、公式計測員として、クラスメジャラーを認定し、更にオフィシャルメジャラーを認定することとした。
本ERS講習会は、クラスメジャラーとして認定されるための要件であり、また、ERSが改訂された場合には受講しなければならない。

（本講習会受講によって、大会におけるイクイップメントインスペクターとしてレース委員会より任命される資格を取得できるが、フルメジャラー或いはオフィシャルメジャラーとして証明の管理に携わるには当該各クラス協会による認定とＪＳＡＦへの推薦が必要である。）

☆　新版（2009-2012）の主な変更点（抜粋）

既存部分についての変更はほとんど無く、その詳細な追加と整理が主である。

    1.1.1　タイプを詳細に分け、定義した。
艇のタイプ、艇管理の定義、艇体付加物のタイプ、リグ･タイプ、スパー･タイプ、リギンのタイプ を設けた。
新たに、計測トリム(Measurement Trim)、喫水線(Waterline)、可動バラスト(Moveable Ballast)､可変バラスト(Variable Ballast)、カンティング・キールを追加した。
フォアトライアングルについての記述を整理した。

    1.1.2　セールのタイプを詳細に分け、整理した。
新たに、フライングのセット(Set Flying)、ダーツ(Dart)、タック(Tuck)を定義した。スピンネーカーにもラフ、リーチを定義した。セールの縁(Sail Edge)のシェイプについて記述した。
（上記以外の変更点は講義中都度説明する）

本論

１．セーリング装備規則（ＥＲＳ）2009-2012　とは

セーリング競技における装備品の管理

（艇種ごとの違いを解消し統一性を担保する為の装備に関する共通言語）
計測員はこの言語（定義の意味と計測方法）を理解し計測に当たらなくてはいけない。（正しい用語の使い方と適正な道具の選択と使用）
実際の計測はクラス規則やレーティングルールに従って行なわれるが、ＥＲＳはクラスを越え計測の標準化、共通化を図るための共通言語である。

ＥＲＳはＩＳＡＦにより4年毎に改訂される（ＲＲＳの改訂に合せて改訂実施）

基本的に２０１３年までに改訂の予定が無いが、緊急の改訂など発生した場合はＪＳＡＦを通じ告知され，ＩＳＡＦｗｅｂサイトに掲示される。
ＥＲＳの構成は３章からなりたっている

第１章：装備の使用のための規則。



艇（競技に用いる装備）と個人用装備

第２章：装備の定義

第３章：装備の管理と検査を規制する規則
２．ＥＲＳの適用と変更（前提）

クラス規則、レーティング機関、ＮＯＲ、ＳＩ、ＭＮＡ規定などにより適用される。
ＥＲＳを適用する場合,変更は以下の場合のみ可能

　ＭＮＡ規定、ＳＩ、レーティング機関、クラス規則などにより定義された場合
･･･但し一部制約有り
３．第１章　装備の使用

装備を使用するに当たっての注意事項が記載されている。

２００５-２００９と変更なし（Ｂ９．２のみタイトルが変わった）

他のルール（ＲＲＳ，ＩＳＡＦレギュレーション）とセットで読むこと。


Ａ節・大会期間中

Ａ１：クラス規則の有無のかかわらずＥＲＳ第１章に従うこと。

但し、序　変更　(c)、(d)によりクラス規則で変更されたものを除く

Ａ２：証明書

有効な証明書を所持しその証明書に合致していること。

Ａ３：セール上の識別

Ａ４：広告

ＩＳＡＦレギュレーション２０：広告の掲載制限場所に注意

Ａ５：表面摩擦

Ａ６：装備検査

Ｂ節・レース中

Ｂ１　：救命具と個人用浮揚用具

４７０の様に浮力が規定されている場合

Ｂ２　：個人用装備

Ｂ３　：装備の制限

Ｂ４　：乗員と乗員の位置の制限

Ｂ５　：物質の噴出又は放出

Ｂ６　：人力

Ｂ７　：スパーのセットの仕方

バウスプリット内側リミットマーク：　ＳＳ計測記録用紙２００９参照

Ｂ８　：リギンのセットの仕方

Ｂ９　：セールのセットの仕方、シートの取り方及び交換

リミットマーク内にセットされていること

B9.1(c)　ﾙｰｽﾞﾌｯﾄﾒｲﾝの場合でｸﾘｭｰﾛｰﾌﾟが緩んでいる場合の取り扱い

B9.2の変更マークはタイトル　Headsails　⇒　Headsails set on a Bowsprit
Ｂ１０：重心

Ｂ１１：投錨、係留及び上架

Ｂ１２：霧中信号と灯火

（計測員の仕事は大会計測が終わっても終わらない）
４．第２章　定義

用語とその意味をよく理解すること。

ＥＲＳにて定義される用語は太字であらわされている。

（ＲＲＳで定義される用語はイタリック体であらわされている）

Ｃ節　一般定義　（並べ替えが行なわれた）
Ｃ１：「クラス：クラス機関」に関する定義が新たに加わった。

クラス機関＝クラス規則にしたがってクラスを管理する機関

Ｃ２：規則

Ｃ２．１：クラスルールの範囲を広げて再定義

艇だけでなく、証明の管理、乗員、個人装備とその使用、証明の管理、その他の装備にかかわること、及びＲＲＳの変更などを網羅。
ISAF国際クラスは、ERSに準拠したクラス規則に書き換えられる。
Standard Class Rules　に基づく。

Ｃ２．２：クローズド・クラス規則（Closed Class Rules）
クラス規則で認められていないもの全てを禁止する　

⇒　書かれていないものは禁止　（４７０、４２０など）
Ｃ２．３：2オープン・クラス規則（Open Class Rules）
クラス規則で禁止していないもの全てを認める　

⇒　書かれていないものは使用可　（ＦＪ）

Ｃ２．４：クラス規則の機関（新）

クラス規則にかかわる最終承認機関

ＩＳＡＦクラスの場合国際クラス協会ではなくＩＳＡＦが最終承認機関
Ｃ３：証明（変更なし）

Ｃ３．１：証明機関　ＩＳＡＦ、ＭＮＡ、ＩＣＡ，ＮＣＡ

Ｃ３．２：証明する　証明書の交付、証明マークの取り付け

Ｃ３．３：証明書

Ｃ３．４：証明マーク

証明の必要な部品が証明管理（計測）に合格したことの証拠、取り付けるのはオフィシャル・メジャラー



ＪＳＡＦのマークサンプル

Ｃ４：証明の管理及び装備の検査（第３章　Ｈ１及びＨ２参照）
Ｃ４．１：基本計測

装備品の物理的性質を確認する第一の管理方法

メジャーメントフォーム（ＭＦ）がこれにあたる。ＭＦが無い場合は、クラスルールに従い全ての計測を行なうこと。証明の管理（ＭＣの発行）を行なう基となる計測

Ｃ４．２：証明の管理

クラス規則又は証明機関により要求される証明の管理（ＭＣの発行）
基本計測もこの管理に含まれることがある。

Ｃ４．３：装備の検査

大会計測を意味する。

基本計測を含める事が出来る（時間の制約で行なわれない事がほとんど）

Ｃ４．４：オフィシャルメジャラー(変更有り)

証明の管理。ＭＮＡにより任命。クラス規則により証明を許可されたメジャラー

Ｃ４．５：インハウスオフィシャルメジャラー

ＩＳＡＦ　ＩＨＣプログラム（製造者自身に夜証明の管理）により任命されたオフィシャルメジャラー
日本では現在ノースセールが取り組んでいる

Ｃ４．６：イクイップメントインスペクター

大会計測員のこと。その大会のレース委員会により任命される
Ｃ４．７：インターナショナルメジャラー

特定のＩＳＡＦクラスプロト艇/モールドを検査するためにＩＳＡＦより認定された人。国際大会での装備検査を援助する。
日本では４７０：小島氏，ＯＰ：荒川氏がＩＭ資格所持
上記ＥＲＳにより定義されたメジャラー以外にＪＳＡＦ公式計測員規定により下記２種類のメジャラーが定義される。
・フル・メジャラー：証明の管理を実施できる（ＭＦ作成･書き換え）
・メンテナンス・メジャラー：装備の計測を実施できる。
Ｃ４．８：リミットマーク

計測点を示す。コントラストのはっきりした対照的な色であること

Ｃ４．９：大会限定マーク

大会における交換が管理されている装備に付けられるマーク

Ｃ５：個人定義

Ｃ５．１：乗員　(変更なし)
Ｃ５．２：スキッパー　艇の責任者（必ずしもヘルムスマンでは無い）(変更なし)

Ｃ５．３：個人用装備　（buoyancy　⇒　flotation　device）
Ｃ５．４：個人用浮揚用具　（表現の変更）
ＦＪ、４７０などはクラス規則で浮力の規定があるため、装備の計測の対象となる

Ｃ６：艇の定義

Ｃ６．１：艇

艇の定義に「艇体に接続する構造物」と補正おもりが追加された。

（ＦＪ張り出しガンネル、固定式バウスプリットなど）

消耗品と個人用装備以外のものは全て「艇」の定義に含まれる

Ｃ６．２：艇のタイプ　　新たに定義が追加された
モノハル、マルチハル、ウインドサーファー、カイトボード

Ｃ６．３：艇管理の定義　　新たに定義が追加された

（艇体の諸寸法を定義する為の基本定義）
(a) 主軸

：ベースラインを基準とした直行する３つの軸

(b) 計測トリム
：クラスルールにより寸法又は状態で定義されるトリム

(c) 喫水線

：計測トリムで浮いているときの喫水線、寸法指定

される平面と外板の交面

(d) 喫水面

：喫水線を通過する平面

(e) バラスト
：艇の安定性、浮き方、全重量に影響を及ぼすおもり

内部バラスト、外部バラスト、可動バラスト、補正おもり
Ｃ６．４：艇の寸法

(a) 艇体の長さ

(b) 艇の横幅　(c) 喫水線の長さ　(d) 喫水線の横幅　(e) 喫水

(f) 最小喫水　(g) 最大喫水　(h) 艇重量
説明省略

Ｄ節　艇体の定義

Ｄ１：艇体の用語

Ｄ１．１：艇体

Ｄ１．２：シアーライン

Ｄ１．３：シアー

Ｄ２：艇体の計測点

Ｄ２．１：艇体の基点　are　⇒　can be
Ｄ３：艇体の寸法

Ｄ３．１：艇体の長さ

Ｄ３．２：艇体の横幅　

船首尾線に直角に測った艤装品を除く艇体のもっとも広い寸法

Ｄ４：重量

Ｄ４．１艇体重量

Boat weight（スパー等Ｃ６．１で定義される状態の重量、但しクラスルールにより状態が規定される事がある）　との区別。

Hull weightは　いわゆるベアハル重量

Ｅ節　艇体付加物の定義

Ｅ１：艇体付加物の用語 （変更なし）
Ｅ２：艇体付加物のタイプ　（カンティングキールの追加）
Ｆ節　リグの定義

Ｆ１：一般的なリグの用語

Ｆ１．１：リグ　リグに含まれるものに注意　（艤装品補正錘）
Ｆ１．２：リグタイプ　追加
Ｆ１．３：スパー　

Ｆ１．４：スパータイプ　追加
Ｆ１．５：リギン　最後の一文追加。含まれるものを規定

Ｆ１．６：リギンのタイプ　追加　スタンディングリギンとランニングリギンの違いを理解

Ｆ１．７：スプレッダー　

Ｆ１．８：フォアトライアングル　追加
Ｆ１．９：リミットマーク　スパーの長さ方向の巾で規定

Ｆ２：マスト計測の定義

Ｆ２．１：マストの計測点　基点。　湾曲したヒール
Ｆ２．２：マストリミットマーク　Ｃ４．８との関連。
Ｆ２．３：マストの寸法　

計測点定義の理解

・リギンポイント（細分化された）

・スピンハリ高さ（マストに直角、ハリヤードの下面）

・たわみ（前後はグルーブを上にして計測。たわみが増えると支点がずれるので注意。安全対策）

· セクション寸法の計測。ノギスの使い方

Ｆ２．４：マストの艤装品

・スプレッダーの高さ計測ポイント。直接計測できない場合が多い。ブラケットを計測して足し算引き算することもあり。

・スピン用アイ：高さは先端中心、突き出しは先端

Ｆ３：ブーム計測の定義

Ｆ３．１：ブームの計測点

Ｆ３．２：ブームリミットマーク

Ｆ３．３：ブームの寸法

· マスト同様たわみ計測は重量を扱うので安全に注意

Ｆ４：スピネーカー／ウイスカーポールの計測

Ｆ５：バウスプリット計測の定義

Ｆ５．１：バウスプリットの計測点

Ｆ５．２：バウスプリットリミットマーク

・内側リミットマーク　Ｂ７スパーのセットの仕方

Ｆ５．３バウスプリットの寸法

Ｆ６：フォアトライアングル計測の定義

Ｆ６．１：フォアトライアングルの寸法

G節 セールの定義　　　

　補節Ａ　三角形のセール

　　３つのセールの縁だけを備えたセールに関係のある定義

　　「メインセール」は、ファアマスト・セールおよびミズンにも適用する。

　　「ヘッドセール」は「ジブ」および「ジェノア」にも適用する。

　　「スピネーカー」は「ジェネカー」にも適用する。

　Ｇ１　セールの一般用語

　　Ｇ１．１：セール

　　　Ｇ１．２：フライングのセット　（追加の定義）
　　　　　　セールの縁をリグに固定しないセールのセット。

　　Ｇ１．３：セール・タイプ　　　　（追加の定義）
(a) メインセール

　ラフをマスト・スパーに固定するセール。そのスパーにラフをセットするせーるが１枚以上のっ倍は下の方のセール。

(i) メインセール

メインマスト・スパーにラフを固定するメインセール。

(ii) ファアマスト・セール

ファアマスト・スパーにラフを固定するメインセール。

(iii) ミズン

ミズンマスト・スパーにラフを固定するメインセール

(b) ヘッドセール

マスト・スパーの前にセットするセール、１本以上マストがある場合は最前部のマスト・スパーの前にセットするセール。

　　　　　　Ｇ１．４：セールの構造　　(テイプリングＧ６．３に移動された)
(a) セール本体

(b) プライ

(c) ソフト・セール

(d) 織られたプライ

(e) ラミネート・プライ

(f) 単一プライのセール

(g) ダブル・ラフのセール

(h) シーム

(i) ダーツ（追加の定義）
(j) タック(Tuck)（追加の定義 Tackと　Tuckの違いに注意）
(k) バテン・ポケット

(l) セール・オープニング

(m) ウインドウ

(n) スティフニング

(o) 取付具

(p) セールの縁のシェイプ  （追加の定義）
コーナーの点の間の直線、あるいはリーチの場合（ジェネカーまたはスピンネーカーを除く）、クリューの点とヘッドの後方点との間の直線との比較としてのセールの縁のシェイプ。

　　　　　Ｇ２　セールの縁

　　　　　　Ｇ２．１：フット

　　　　　　Ｇ２．２：リーチ  （スピネーカーの定義　変更による変更）
　　　　　　Ｇ２．３：ラフ　　（スピネーカーの定義　変更による変更）
　　　　　　Ｇ２．４：セールの縁のへこみ（ホロー）（追加の定義）
　　　　　　　　　隣接したバテン・ポケット間、あるいはバテン・ポケットと隣接したコーナーの点のあいだのリーチのへこみのシェイプ、あるいはメインセール、ファアマスト・セール、ミズン、ヘッドセール（ジェネカーまたはスピンネーカーを除く）の場合には、ヘッドの後方の点と隣接したバテン・ポケットの間のリーチのへこみのシェイプ。

　　　　　Ｇ３　セールのコーナー

　　　　　　Ｇ３．１：クリュー

　　　　　　Ｇ３．２：ヘッド

　　　　　　Ｇ３．３：タック

　　　　　Ｇ４　セール・コーナーの計測点

　　　　　　Ｇ４．１：クリューの点

　　　　　　Ｇ４．２：ヘッドの点

(a) メインセール

(b) ヘッドセール

(c) スピネーカー：必要なばあいは延長したリーチとラフの交点。

（スピネーカーの定義　変更による変更）
　　　　　　Ｇ４．３：タックの点

　　　　　Ｇ５　セールその他の計測点

　　　　　　Ｇ５．１：４分の１リーチの点

　　　　　　Ｇ５．２：２分の１リーチの点

Ｇ５．３：４分の３リーチの点

　　　　　　Ｇ５．４：上部のリーチの点

　　　　　　Ｇ５．５：ヘッドの後方の点　（メインセールとヘッドセールに適用）
　　　　　　　　メインセールとヘッドセール：必要な場合には延長したリーチとらふに対し９０度でヘッドの点を通る線との交点。

　　　　　　Ｇ５．６：４分の１ラフの点　　（追加の定義）
　　　　　　　　タックの点と２分の１ラフの点から等距離にあるラフ上の点。

Ｇ５．７：２分の１ラフの点　　（追加の定義）
　　　　　　　　ヘッドの点とタックの点から等距離にあるラフ上の点。

　　　　　　Ｇ５．８：４分の３ラフの点　　（追加の定義）
　　　　　　　　ヘッドの点と２分の１ラフの点から等距離にあるラフ上の点。

Ｇ５．９：フットの中点（スピネーカーの定義　変更による変更）
　　　　　　　　タックの点とクリューの点から等距離にあるフット上の点。

　　　　　Ｇ６　セール補強

　　　　　　Ｇ６．１：一次補強

　　　　　　Ｇ６．２：二次補強

　　　　　　Ｇ６．３：テープリング　（セールの構造から　移動された。）

　　　　　　Ｇ６．４：バテン・ポケット・パッチ

　　　　　　Ｇ６．５：フェイフィング・パッチ

　　　　　　Ｇ６．６：フラッター・パッチ

　　　　　Ｇ７　セールの主要な寸法

　　　　　　Ｇ７．１：フットの長さ　（全てのセールに適用）
　　　　　　　　クリューの点とタックの点との間の距離。

　　　　　　Ｇ７．２：リーチの長さ

　　　　　　Ｇ７．３：ラフの長さ

　　　　　　Ｇ７．４：４分の１幅　　（スピネーカーは定義が異なる）
(a) メインセールおよびヘッドセール

(b) スピネーカー：４分の１ラフの点と４分の１リーチの点との間の距離。

　　　　　　Ｇ７．５：２分の１幅　　（スピネーカーは定義が異なる）
(a) メインセールおよびヘッドセール

(b) スピネーカー：２分の１ラフの点と２分の１リーチの点との間の距離。

　　　　　　Ｇ７．６：４分の３幅　　（スピネーカーは定義が異なる）
(a) メインセールおよびヘッドセール

(b) スピネーカー：４分の３ラフの点と４分の３リーチの点との間の距離。

　　　　　　Ｇ７．７：上部の幅　　　（８分の７幅　等と考えられる）
　　　　　　Ｇ７．８：トップの幅

　　　　　　Ｇ７．９：対角線　　　　（スピネーカーの定義変更による改正）
(a) クリューの対角線：クリューの点と２分の１ラフの点との距離。

(b) タックの対角線：タックの点と２分の１リーチの点との距離。

　　　　　　Ｇ７．１０：フット・メディアン

　　　　　　Ｇ７．１１：ラフの垂線

　　　　　Ｇ８　セールのその他の寸法

　　　　　　Ｇ８．１：バテン・ポケットの長さ

(a) 内側

(b) 外側

　　　　　　Ｇ８．２：バテン・ポケットの幅

(a) 内側

(b) 外側

　　　　　　Ｇ８．３：フット・イレギュラリティー

　　　　　　Ｇ８．４：補強のサイズ

(a) コーナー

(b) テープリングの幅

(c) 他の部分

　　　　　　Ｇ８．５：シームの幅

　　　　　　Ｇ８．６：ダーツの幅　　　（ダーツの定義が追加されたことでの追加）
　　　　　　　　　ダーツの中心線に対し９０度で計測したダーツの幅。

　　　　　　Ｇ８．７：タック(Tuck)の幅　　　（Tackと　Tuckの違いに注意）
　　　　　　　　　タックの中心線に対し９０度で計測したダーツの幅。

            Ｇ８．８：取付具の寸法

(a) コーナーまたは縁

(i) 長さ

(ii) 幅

　　　　　　　　　(b) 他の部分

　　　　　補節Ｂ　その他のセールへの追加

　　　　　　以下の三角形では無いセールの定義はこの節の補節Ａの中で述べられたものへの追加または変更である。　（文章の変更）
　　　　　Ｇ２　セールの縁

　　　　　　Ｇ２．４：ヘッド

　　　　　Ｇ３　セールのコーナー

　　　　　　Ｇ３．４：ピーク

　　　　　　Ｇ３．５：スロート

　　　　　Ｇ４　セールのコーナーの計測点

　　　　　　Ｇ４．４：ピークの点

　　　　　　Ｇ４．５：スロートの点

　　　　　Ｇ５　セールのその他の計測点

　　　　　　Ｇ５．２：２分の１リーチの点

　　　　　　Ｇ５．３：４分の３リーチの点

　　　　　　Ｇ５．４：上部リーチの点

　　　　　Ｇ７　セールの主要な寸法

　　　　　　Ｇ７．２：リーチの長さ

　　　　　　Ｇ７．３：ラフの長さ

　　　　　Ｇ７，９：対角線

(a) クリューの対角線　(文章追加)

　　　　　Ｇ７．１０：フット・メディアン

　　　　　Ｇ７．１１：ヘッドの長さ

５．第３章　装備の管理と検査に適用する規則

この節ではメジャラーの行動基準、実際の計測に当たって留意することなどが述べられている

Ｈ節　装備の管理と検査

Ｈ１：証明の管理　（オフィシャルメジャラーの業務）
Ｈ１．１：計測を実施できる条件

自身の所有･設計･建造した艇。利害関係者、既得権の有るものの計測禁止

（ＩＨＣ規定の折り込み以外変更無し）

Ｈ１．２：疑義の有る場合の照会義務（変更なし）
Ｈ１．３：他国での証明管理（変更なし）

Ｈ２：装備の検査　（大会計測）
Ｈ２．１：大会計測で疑義が有る場合の処理

手続き一部変更

（equipment inspector）⇒大会開催国の証明機関⇒クラスルール管理機関

下線部が省略された

ＩＳＡＦクラスではインタープリテーションはＩＳＡＦが行なう。

Ｈ３：計測の軸　（AXES OF MEASUREMENT ⇒　MEASUREMENT AXES） 

Ｈ３．１：艇　計測トリムにおける主軸に平行に計ること

Ｈ３．２：構成部品　適切な計測を行なうこと

Ｈ３．３：計測点間の最短距離=計測値

Ｈ３．４：たて方向の計測は縦方向主軸に平行に計測すること

Ｈ４：リグの計測

Ｈ４．１：長さの計測　　　90°to the spar at each point　　　下線部追加

ディンギーの場合マストを抜いて計測する事がほとんどの為問題とならないがクルーザーではベンドによる距離の変化が問題になることもある

（ex：３３フィートクルーザーでマスト１本分のプリベンドが有る場合、マスト前面と後面では１５ｍｍ程度の差が発生する）

マストトップにはテーパーがあるためＥＲＳの図のような計測は実際不可能なケースも有る。

Ｈ４．２：部分的な曲がりや切欠の有る場合の処置

Ｈ４．３：計測時の外力

Ｈ４．４： 調整可能な艤装品のセット方法（最大となるようにセット）

Ｈ４．５：スパーのたわみ

Ｈ４．６：マスト先端重量

Ｈ５：セールの計測

Ｈ５．１：セールの状態

Ｈ５．２：セールエッジのホロー
The hollow shall be bridged ⇒ the sail edge hollow shall be bridged

Ｈ５．３：エッジ部分のアタッチメントを無視すること

ボルトロープ、テーブリング以外の装具は計測に含めない

Ｈ６：材料のチェック

クラス規則で規定されていない場合ＥＲＳでは取り扱わないが、クラスごとに使える材料の制限あり。

参考資料：代表的クラスにおける材料の制限

９５年製海外某メーカ４７０に規則で使用が制限されている素材が使用された。

計測員が見落としをしたためそのまま流通してしまった。（基本計測でのチェック漏れ大会計測での未チェック）知識があれば大会計測でもチェックが可能

Ｈ７：重量の計測

乾燥している事。クラスルールに合致していること。

大会計測において、計測前に練習をし、濡れたまま持ち込まれるケースが非常に多い。

厳密に言えば完全に乾燥していなければ計測は出来ない。

計測状態がルールに規定されている状態かどうかの確認。

エアタンク内の湿気、忘れられた艤装品類のチェック

重量計測は室内が理想。風の影響。

会場の制約で屋外での計測の場合風の影響を受けないような場所や風除けを考慮

重量計の校正。校正されたはかりの使用。補正錘の用意

重量計測は時間の掛る計測の為、動線の確保、補助員の確保等スムーズな計測を行う為の環境が重要
参考資料
1． 道具に関する参考資料

１．ノギス

２．マイクロメーター

３．計測器具例（470船体計測に使用している器具）

２．数値の取り扱いに関する資料

１．測定値の取り扱い、
２．はかりの校正（重力加速度が数値に与える影響）
３．艇体計測のやり方実例
１．ヤマハ470船体計測風景

２．オリンピック/ワールド実例

４．材料に関する参考資料
１．代表的クラスにおける材料の制限

２．ＦＲＰ

３．金属（アルミ・チタン）

５．実際の素材サンプル・・・現物サンプルを回覧
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